
エキスパート２ 「赤潮」 

赤潮の発生原因 

赤潮とは、海水中で微少な生物（おもに植物性プランクトン）が異常に増殖して、その

ために海の色が変わる現象です。赤潮がおこると、プランクトンが魚のえらに触れ、えら

に障害をおこして呼吸できなくなったり、プランクトンが大量に酸素を消費するため海水

の酸素が欠乏して大量の魚が死んでしまうこともあります。  

1960-1970 年代の高度経済成長期に栄養塩（リン、窒素）、有機物の排出によって赤潮の

発生件数が急激に増加しました。そこで水質汚濁防止法の改正により排水基準が強化され

ました。その結果、赤潮の発生件数が 3分の 1にまで減少しました。 

引用参考：農林水産省ＨＰ 消費者の部屋（こどもそうだん） 

 富栄養化 

富栄養化とは生活排水や工業排水が海や川に流れ込み、水中の栄養素が過剰に増えるこ

とで起こる水質汚染です。水中には窒素やリンといった化学物質が含まれており植物性プ

ランクトンの栄養源となっています。生活排水、工業排水にも窒素やリンが含まれてお

り、これらが大量に海や川へ流れ出ることで水中の栄養素が必要以上に増えることから富

栄養化と言われています。富栄養化が進むとプランクトンが大量発生を起こし、海や湖で

アオコや赤潮の原因となり生態系に甚大な被害をもたらします。 

富栄養化によって大量に発生したプランクトンは水面に貯まることで、水中の海藻は日

光を浴びることができず光合成ができなくなります。その結果、水中の酸素が不足し、か

つ大量のプランクトンが酸素を使ってしまうため、他の生き物に酸素が行き渡らず死に追

いやられます。また酸素不足によって生き物の死骸（有機物）を分解する微生物も機能を

失ってしまい、汚れが分解されずに残ることで水質も悪化してしまうのです。 

富栄養化は水中の生態系を破壊して漁業産業に大きな被害を出すだけでなく、悪化した

水質で採れた魚が食卓に並ぶ、あるいは生活用水としてその水を使うといった健康被害に

も発展しうるのです。 

琵琶湖の事例 

1960 年以降、人口増加によって琵琶湖では下水・農牧業排水・工業排水が原因による水

質汚染が進み、平成に入ってからアオコの発生件数がピークを迎えました。琵琶湖では富

栄養化によって、養魚場のアユやコイが死滅する生態系への被害だけでなく、水道水から

異臭がするなど健康被害にまで至ったのです。 

琵琶湖の水は他府県の生活用水となっていることから、さらなる被害拡大が懸念され、

1970 年代には「石けん運動」がおこりました。これは県民が一体となり、リンを含む洗剤

の使用を控え、粉せっけんを推奨した取り組みです。 

また 1980 年には、琵琶湖の自然景観と生態系を保全する目的として琵琶湖富栄養化防

止条例が制定され、法整備も進みました。 

引用：ＭＩＲＡＳＵＳ Ｆｏｒ ＳＤＧｓ ホームページ 

著作権の関係から表示しません。 

下記ホームぺージをご参照ください。 

農林水産省ＨＰ 消費者の部屋（こどもそうだん） 

https://www.maff.go.jp/j/heya/kodomo_sodan/0207/09.html 

著作権の関係から表示しません。 

下記ホームぺージをご参照ください。 

ＭＩＲＡＳＵＳ Ｆｏｒ ＳＤＧｓ 

https://mirasus.jp/ 

著作権の関係から表示しません。 

下記ホームぺージをご参照ください。 

ＭＩＲＡＳＵＳ Ｆｏｒ ＳＤＧｓ 

https://mirasus.jp/ 



左側の文書を読み、「赤潮」について理解を深めよう。 

 

問１ 発生原因は何ですか。 

 

 

 

問２ 赤潮が発生するしくみについて説明してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 赤潮が発生することによってどういう被害が現れますか。 

 

 

 

 

 

問４ 赤潮の発生を防ぐために、私たちにできることは何ですか。 

 （次のグループ学習での発表資料となります。） 

 

 

 

 

 

 

 


